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副題

□１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 4

□２.環境 □６.景観 5

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 ■5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 3
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 5
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（67.7％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 1
2.工程 ■1.短縮（38.7％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■.向上　☑2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名

会社名： 住所：三重県松阪市久保町1587-1

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：三重県松阪市久保町1587-1

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

QS-210056-A 評価なし

活用の効果

Rc-Ⅲ塗装系

九州地方整備局 令和4年2月14日

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 DeCK
収受受付年月日 令和8年3月30日

番号：
1

1-3-3.道路／道路維持修繕工

評価（事前・事後）

分類

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

問合せ先

株式会社エコクリーン

代表取締役
0598-20-2677

細渕　太志

0598-60-1557

0598-20-2677

ta.hosobuchi@ecoclean-mie.co.jp

ta.hosobuchi@ecoclean-mie.co.jp

登録No. 1844

1

令和3年4月3日

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

変更受付年月日

長期耐候性 錆転換防食塗装システム 「DeCK」 開発年

67.70%
38.70%

株式会社エコクリーン株式会社エコクリーン （任意団体）日本黒錆転換技術協議会

　主に鋼橋や道路付帯物等の錆びる構造物に対して適用できる長期防食塗装工法である。
従来は「鋼道路橋防食便覧」に則りRc塗装系が適用されていた。
主な工程としては、素地調整程度3種以上施工後、素地調整後の塗装面洗浄として「脱脂洗浄」を行
い、同日中に素地調整によって処理しきれない赤錆を黒錆へ転換し防食することができる「DeCKプラ
イマー」を塗装する。翌日以降乾燥確認後にエポキシ樹脂塗料の「DeCK下塗り」によって防食層を形
成し、更に翌日以降乾燥後に耐候性の高い超厚膜形ふっ素塗料「DeCK上塗り」を塗装する3層工程で完
了する「長期耐候性」と「防食性」を持ち合わせた工法である。
公共工事では、鋼橋の桁や支承など防食が不可欠な塗装工事で適用が可能である。
特に効果の高い適用範囲は、鉄素地面にさびが残存してしまう箇所（塩害地域等）及び長寿命化を考
えている鋼構造物である。

代表取締役 0598-60-1557

細渕　太志

株式会社エコクリーン



DeCK 登録No. 1844

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等）

その他

（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

・土木コスト情報（素地調整単価）
・建設物価（人件費）

・鋼道路橋防食便覧

A-2

①素地調整
・動力工具にて、活膜を残し、それ以外の不良部（さび、割れ、膨れ）は除去する

②DeCK脱脂洗浄・プライマー
・DeCK脱脂洗浄剤は、清浄な綿製ウエスにて拭き作業
・DeCKプライマーは、刷毛・ローラーにて塗装

③DeCK下塗り
・刷毛・ローラー（エアレス塗装）にて塗装

④DeCK上塗り
・刷毛・ローラー（エアレス塗装）にて塗装

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（DeCK上プライマー、DeCK下塗
り、DeCK上塗り、脱脂溶剤　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・ライフサイクルコストは低減できるが、新材料のためイニシャルコストはRc-Ⅲと比べて少
し高い。

（長　所）
・Rc塗装系の5層塗りから3層塗りの工程（工期）短縮が可能になる。
・DeCKプライマーにより、再腐食の原因（赤錆）を化学的に黒錆へ変化させることで防食性
が高くなった。
・55μmの厚膜形ふっ素塗膜を形成することにより耐候性の向上が可能になりライフサイクル
コストが低減できるようになった。

掲載刊行物

建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（DeCK上プライマー、DeCK下塗
り、DeCK上塗り、脱脂溶剤　　　　　　　　　　　　　）



登録No. 1844

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

・浮さびや層状さびは除去すること
・その他、施工要領書を遵守し施工すること

（適用できる条件）
・素地調整程度3種以上にて浮きさびや層状さびが除去できる箇所
・ディスクサンダー等で素地調整程度3種以上が可能なスペースを確保できる場合（１m×１m）

・前工程に塗膜剥離工が入っている場合は、素地調整程度2種以上にて施工すること

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 DeCK

A-3

（適用できない条件）
・気温５℃以下、湿度85％以上の環境条件（鋼材表面温度が5℃以下の時も同様）
・雨天時又はその恐れのある

・特になし

防食性を確認するために、「JISK5551」に規定の複合サイクル試験120サイクル試験の３倍である
360サイクルを実施し、「膨れ・さび・剥がれ幅」が4㎜以内であったため、高い防食性を確認で
きた。

「DeCK」複合サイクル試験結果報告書
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登録No. 1844

実績件数 公共機関： 58件 民間：

発　注　者 施工時期
国交省　中国地方整備
局　山口河川国道事務
所

令和5年1月

国交省　中部地方整備
局　静岡国道事務所

令和5年3月

島根県　浜田県土整備
事務所

令和5年9月

三重県　伊勢建設事務
所

令和5年11月

埼玉県　越谷県土整備
事務所

令和6年2月

国交省　九州地方整備
局　福岡国道事務所

令和7年1月

国交省　関東地方整備
局　長野国道事務所

令和7年2月

国交省　九州地方整備
局　福岡国道事務所

令和7年3月

東京都　西多摩建設事
務所

令和7年3月

東京都　千代田区役所 令和7年3月

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 DeCK

工　事　名

雉子橋補修補強工事（第5号）

秋川南岸道路（第一工区）整備に伴
う搬入路工事

令和6・7年度矢部川橋（上り）橋梁補
修工事

Ｒ５信州新町出張所管内橋梁補修維
持工事

CORINS登録No.

3063橋りょう修繕工事（新大膳橋補
修工）

令和6年度　井出の上横断歩道橋外
塗替工事市道

令和4年度　宇部維持国道出張所管
内維持工事

令和4年度　静清維持管内東部橋梁
補修工事（橋梁補修）

令和５年度　国道１８６号（登り谷ス
ノーシェルター）
メンテ補助（シェッド・シェルター修
繕）工事

一般県道宇治山田港伊勢市停車場
線（船江第一横断歩道橋）
道路付属物修繕（塗装塗替）工事



登録No. 1844

素地調整

#UNKNOWN!

脱脂洗浄

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 DeCK

A-5

DeCK上塗り 完成

DeCKプライマー DeCK下塗り


